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①三重県人口ビジョンとは

１

三重県の人口の現状を分析するとともに、人口
の将来展望（人口推計）を提示

まち・ひと・しごと創生法により、各都道府県は総合戦略の策定に努め

ることとし、総合戦略を定めるにあたっては人口の現状及び将来の見通
し（人口ビジョン）をふまえることとしている。

位置づけ



①三重県人口ビジョンとは

２

策定趣旨

広く県民の皆様に、人口に関する認識（今後
の三重県人口推移）を共有

「人口ビジョン」による人口推計を、次期総合
計画を含む今後策定する各種計画などに反映

１

２



②県独自推計６パターンの考え方

３

社人研推計 出生を中位として試算

県独自推計① 社人研推計の「出生」を低位相当を用いて試算

県独自推計② 社人研推計の「出生」を低位相当と中位の中間値を用いて試算

県独自推計③ 社人研推計の「出生」を県民の結婚・出産の希望が叶う場合の数値を用いて試算

県独自推計④
上記の県独自推計③に加え、「移動」をジェンダーギャップ解消（女性の県外への転
出率が同年代の男性の転出率並みに）改善した数値を用いて試算

県独自推計⑤
上記の県独自推計④に加え、「移動」を若者の県内就職やＵＩＪターンが進んだ数値を
用いて試算

県独自推計⑥ 2010年～2020年の総人口の減少傾向が継続したと仮定

● 社人研推計をベースとした試算

● 「出生」、「死亡」（※）、「移動」による増減に仮定値を設け試算
※「死亡」は社人研推計を準拠。

県独自推計６パターンの内訳

※2025年の出生数をベース
   にしており、現状の傾向を

最も表している推計



〇三重県の総人口の推移（社人研推計（出生中位）＋独自推計６パターン）計７つの推計

※昨年度「一定の都市機能を維持する場合の推計」において各地域の目標人口の合計は114万人、主に北勢、中勢地域において機能を維持する観点で目標を引き下げた場合の合計は99万人。
※推計人口には、外国人人口も含まれる。（社人研推計における外国人人口割合 2020年：3,82％、2070年：10.8％ を踏襲）

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

1,700,000

1,800,000

（人）

社人研推計準拠（出生中位）

三重県独自推計①(出生低位相当)

三重県独自推計②(出生低位相当と出生中位の中間値）

三重県独自推計③(出生数が改善)

三重県独自推計④(出生数が改善し、ジェンダーギャップ解消が進む)

三重県独自推計⑤(出生数が改善し、ジェンダーギャップ解消及び若者の県内就職やUIJターンが進む)

三重県独自推計⑥(2010-2020年の総人口の減少傾向が継続)

2020年人口(R2年国勢調査)
1,770,254

2040年推計人口

社人研（出生中位）：1,495,820

独自推計１：1,470,756
（社人研（出生中位）比： ー25,064）

独自推計２：1,481,323
（社人研（出生中位）比： ー14,497）

独自推計３：1,490,541
（社人研（出生中位）比 ー5,279）

独自推計４：1,497,144
（社人研（出生中位）比：＋1,324）

独自推計５：1,518,323
（社人研（出生中位）比：＋22,503）

独自推計６：1,602,439
（社人研（出生中位）比：＋106,619）

2070年推計人口

社人研（出生中位）：1,018,529

独自推計１：949,025
（社人研（出生中位）比：ー69,504）

独自推計２：980,029
（社人研（出生中位）比： ー38,500）

独自推計３：1,020,944
（社人研（出生中位）比：＋2,415）

独自推計４：1,061,448
（社人研（出生中位）比：＋42,919）

独自推計５：1,128,694
（社人研（出生中位）比：＋110,165）

独自推計６：1,349,029
（社人研（出生中位）比：＋330,500）

６
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1社人研推計

４



２０２０→2040年（※）の県全体人口 ()は県独自推計②の場合 ２０２０→2040年（※）の全国人口

●約１７７万人→約1５2万人に減少(約148万人に減少)

●２０年の間に約25万人減少(約29万人減少)

●人口増減率▲14.2%(▲16.0％)

●約１億2,615万人→約1億1,284万人に減少
●２０年の間に約1,331万人減少
●人口増減率▲10.6%

③県全体の人口推計と全国との比較 （県独自推計⑤）

５

※

※

2020年～
2070年推計

※総務省 人口推計「国勢調査結果による補間補正人口

2020年人口(R2年国勢調査)
1,770,254人

【県】
【国】

※2040年は団塊ジュニア世代が65歳以上となり、老年人口がピークとなる見込みの年



④県内市町の人口推計 （県独自推計⑤）

６

市町別人口の推移（2020年→2040年）

■：増加（2町） 【１町】

■：0%以上10%未満減少（4市町） 【4市町】

■：10%以上20%未満減少（7市町） 【8市町】

■：20%以上30%未満減少（8市町） 【7市町】

■：30%以上減少（8市町） 【９市町】

※小数点以下第１位を四捨五入

県内5地域別人口推移

➢北勢地域 ▲8.6% 【▲10.5%】

➢中勢地域 ▲14.9％ 【▲15.9%】

➢南勢地域 ▲26.4％ 【▲27.3%】

➢伊賀地域 ▲20.9％ 【▲22.4%】

➢東紀州地域 ▲35.4％ 【▲36.4%】

北勢及び中勢地域と、
南勢・伊賀・東紀州地域で
人口の地域間差が拡大

※【 】は独自推計②の場合の人口増減率

※【 】は独自推計②の場合の市町数＜凡例＞



年齢構成 構成比率 人口増減数 人口増減率

年少人口
（０～１４歳）

１２.1％→１０.2％に減少
（１２.１％→９.３％に減少）

213,373人→154,966人 ▲58,407人
（213,373人→137,937人 ▲７５，４３６人）

▲２７．４％
（▲３５．４％）

生産年齢人口
（１５～６４歳）

５８.0%→５３.2％に減少
（58.0％→53.2％に減少）

1,027,332人→807,393人 ▲219,939人
（1,027,332人→７８９,３８１人 ▲２３７，９５１人）

▲２１．４％
（▲２３．２％）

老年人口
（６５歳以上）

29.9％→３6.6％に増加
（29.9％→37.5％に増加）

529,549人→555,965人 26,416人
（529,549人→555,969人 26,420人）

５．０%
（５．０％）

⑤県全体の年齢構成別人口 （県独自推計⑤）

２０２０→２０４０年の姿 （推計結果）

７
※数値は小数点以下第１位を四捨五入しているため、内訳の合計が計と一致しない。

2020年→２０４０年 年齢構成の見込み

年少人口 ●最も人口減少率が高く、今後
   の出生数や就労者数への影響
   が懸念される。

生産年齢
人口

●最も人口減少数が多く、今後
（2040年以降）も減少が見込ま

   れる。
●ＡＩやロボット等の利活用が見
   込まれるが、就労者の確保が
   必要。

老年人口 ●2040年までは人口増が予
   測され、以降は減少に転じる
見込み。

年少人口

老年人口

生産年齢人口

※（）内は県独自推計②



８

北勢地域

➢ 年少人口 約2.7万人減
（▲25.7％）

➢ 生産年齢人口 約8.1万人減
（▲15.9%）

➢ 老年人口 約3.6万人増
（16.6%）

➢ 全体人口 約7.2万人減
（▲8.6%）

中勢地域

➢ 年少人口 約1.8万人減
（▲30.8%）

➢ 生産年齢人口 約6.0万人減
（▲21.7%）

➢ 老年人口 約0.6万人増
（4.3%）

➢ 全体人口 約7.1万人減
（▲14.9%）

南勢地域

➢ 年少人口 約1.0万人減
（▲41.5%）

➢ 生産年齢人口 約4.3万人減
（▲35.3%）

➢ 老年人口 約0.7万人減
  （▲8.7%）

➢ 全体人口 約6.0万人減
（▲26.4%）

伊賀地域

➢ 年少人口 約0.7万人減
（▲37.7%）

➢ 生産年齢人口 約2.5万人減
（▲27.0%）

➢ 老年人口 約0.3万人減
（▲4.8%）

➢ 全体人口 約3.4万人減
       （▲20.9%）

東紀州地域

➢ 年少人口 約0.3万人減
（▲51.2%）

➢ 生産年齢人口 約1.4万人減
（▲44.2%）

➢ 老年人口 約0.6万人減
（▲22.5%）

➢ 全体人口 約2.3万人減
（▲35.4%）

北勢

中勢

南勢

東紀州

伊賀

（出典）三重県独自推計⑤年少人口:０～14歳 生産年齢人口:15～64歳 老年人口:65歳以上

2040年における地域別人口の見通し（2020年比）

⑥地域別の年齢構成別人口 （県独自推計⑤）



9

北勢地域

➢ 年少人口 約３.３万人減
（▲31.2％）

➢ 生産年齢人口 約9.1万人減
（▲17.9%）

➢ 老年人口 約3.6万人増
（16.6%）

➢ 全体人口 約8.7万人減
（▲10.5%）

中勢地域

➢ 年少人口 約2.0万人減
（▲33.4%）

➢ 生産年齢人口 約6.3万人減
（▲22.9%）

➢ 老年人口 約0.6万人増
（4.3%）

➢ 全体人口 約7.6万人減
（▲15.9%）

南勢地域

➢ 年少人口 約1.1万人減
（▲44.6%）

➢ 生産年齢人口 約4.4万人減
（▲36.4%）

➢ 老年人口 約0.7万人減
  （▲8.7%）

➢ 全体人口 約6.2万人減
（▲27.3%）

伊賀地域

➢ 年少人口 約0.8万人減
（▲44.5%）

➢ 生産年齢人口 約2.6万人減
（▲28.4%）

➢ 老年人口 約0.3万人減
（▲4.8%）

➢ 全体人口 約3.7万人減
       （▲22.4%）

東紀州地域

➢ 年少人口 約0.3万人減
（▲57.1%）

➢ 生産年齢人口 約1.4万人減
（▲45.2%）

➢ 老年人口 約0.6万人減
（▲22.5%）

➢ 全体人口 約2.4万人減
（▲36.4%）

北勢

中勢

南勢

東紀州

伊賀

（出典）三重県独自推計②年少人口:０～14歳 生産年齢人口:15～64歳 老年人口:65歳以上

2040年における地域別人口の見通し（2020年比）

【参考】地域別の年齢構成別人口（県独自推計②）

※2025年の実数をベースに推計
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